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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年３月17日に公表いたしました平成23年１月期（平成22年２月１日～平

成23年１月31日）の通期業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

平成23年１月期 通期業績予想の修正(平成22年２月１日～平成23年１月31日) 

① 修正の内容                                

  営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

７５，０００ 

百万円

４７０

百万円

４３５

百万円 

２０ 

円  銭

２．９３

今回発表予想（Ｂ） ７７，５１８ ４８２ ４７７ １９２ ２８．２３

増減額（Ｂ－Ａ） ２，５１８ １２ ４２ １７２ ― 

増減率（％） ３．４ ２．６ ９．７ ８６０．０ ― 

（ご参考）前期実績 

平成22年1月期 ７６，５９３ ４１１ ４３５ △３７９ △５５．５４

 

② 修正の理由 

当事業年度における北海道地域の経済全体は引き続き厳しい状況で推移しておりましたが、６月中旬以 

降、気温の高い日が続き、夏型商品の動きが良かったことや値上がり前のたばこ需要などを中心に売上高 

への寄与がみられました。また、４月に開店した「マックスバリュ新花園店」（苫小牧市）や業態転換し 

た５店舗の売上高が当初の予想よりも好調に推移いたしました。 

 上記により、当事業年度の業績は、営業利益、経常利益ともに予想を上回る見込みであり、当期純利益

につきましては、偶発損失引当金戻入額（特別利益）139百万円の計上や繰延税金資産の回収可能性につ

いて慎重に検討した結果、繰延税金資産の計上が可能となり予想を大幅に上回る見込みとなりました。 

 

 (注) １．上記の予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき算出したものであり実際の業績は今後様々な要因

により予想数値と異なる可能性があります。 

 
以    上 


